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１．研究概要  
 電子回路、PIC の知識・技術の向上、もの

づくりの楽しさ、難しさを学ぶことを目標に

決め、日常生活に使える物を作りたいと思い、

PIC を活用した温度計を製作した。  
 
２．研究の具体的内容  
（１） 動作の仕組み  
 温度を温度センサ（０～99℃までの範囲を

測定可能）で測定して電圧に変換する。そし

てオペアンプにより PIC の動作電圧まで増

幅させる。これは増幅しないと電圧が小さ過

ぎてフルスケールにならないためである。オ

ペアンプから PIC（A/D コンバータ内蔵）に

電圧として送り、A/D 変換を行いプログラム

で３桁の温度データに変換する。そしてダイ

ナミック点灯表示で７セグメント表示機に表

示する。  
 
（２）外観  

・ 回路図の設計  
資料を参考に D2CAD で回路図を作成し

て、みんなで知恵を絞り回路を改良した。  
 

・ パターン図の設計  
改良した回路図を参考にして、 Super 

PCB Circuit Board Editor によりパターン

図を作成した。この時、はんだ付けをしや

すく、見栄えを良くするために、両面基板

を片面基板にした。そして、不備な点は無

いか、はんだ付けがしやすいパターンにな

っているかを確認した。  
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（図１  Ｄ2ＣＡＤによる回路図）  

 
 

 
（図２  Super PCB によるパターン図）  

 
 
 

 
 



（写真１  プリント基板作成実習システムに

より製作したプリント基板）  
 

・ 製作  
製作したプリント基板にパーツを取り付

けた。  
 

（写真２  未完成品  12 月 12 日現在  ）  
 
 

（表１  使用パーツリスト）  
品名  値：型名  数量

200Ω  7 
１kΩ  1 
5.1kΩ  4 
10kΩ  4 

抵抗  

15kΩ  2 
可変抵抗  20kΩ  2 
電解コンデンサ  47μF 3 
トランジスタ  C232021G 3 
7 セグメント表示機  TR3523E 3 
3 端子レギュレータ  AN7805F 1 
オペアンプ  LM358N 1 
PIC PIC16F819 1 
スナップスイッチ  ATE1D 1 
温度センサ  LM35DZ 2 

8 ピン  1 IC ソケット  
18 ピン  １  

 
最後に、PIC に MPLAB を使いプログラム

を書き込んだ。  
 

（３）フローチャート  

（図３ フローチャート）  



作成したフローチャートをプログラムに置

き換えた。  
 

（４）プログラム  
温度センサを制御するプログラムは、７セ

グメント表示機をダイナミック点灯制御する

ので、常時繰り返しプログラムを実行してい

る。この点灯制御の繰り返し回数をカウント

することで、0.5 秒周期で計って、その周期

ごとに A/D 変換させ、レジスタファイル内の

温度データを更新する。  
表示は、レジスタファイルに書かれた温度

データを単純に繰り返し表示するだけで、レ

ジスタファイルの値が書き換われば自動的に

表示も変わることになる。  
A/D 変換した結果 10 ビットバイナリデー

タを 10 進数３桁に変換する必要がある。全

測定範囲は０～1023 なので、このうちの０～

999 のバイナリデータを 10 進数に変換する。 
TCNT に 064H(10 進数で 100)をセットしそ

れをカウントダウンし、０になった時を計測

する。次にスイッチの値を入力して CH を決

める。  
 

 

 
 次に A/D 変換のデータを入力したら、表示

する 10 進数データに変換し PIC のデータメ

モリに保存しておく。温度は ONDO１、

ONDO２、ONDO３に格納される。  
 



 次にデータ表示制御の部分で、何桁目の表

示かを判定してから、各桁ごとに表示すべき

データをデータメモリから取り出して表示出

力処理（DISP サブルーチン）を行う。ここ

では 10 進数からセグメント表示用のデータ

に変換する必要があるが、それを行うのが

GET_7SEG サブルーチンである。ここではテ

ーブルを使って変換している。つまり、16 進

数に合わせた 16 個のセグメントデータを、

DT 擬似命令を使って RETLW 命令へジャン

プし、変換後のセグメントデータを取り出す。

それをポート B に出力して、7 セグメント表

示機のセグメントをドライブする。続いて桁

ドライブとなるポート A を出力して、5msec
だけ点灯させている。  
 

 
 
 

３．研究のまとめ  
この課題研究での反省点は、テーマ決めで

つまずき、温度計を製作すると決まっても計

画した通りに作業を進行できないことや、基

板設計を失敗して何度もやり直すことになり

多くの時間を費やした。このことにより、予

想以上に全体の作業が遅れた。  
 しかし、この失敗で多くのことを学んだ。

例えば、回路図・パターン図の作成の仕方、

はんだ付けの仕方、ジャンパー線の使い方な

ど、基本の大切さを改めて思い知らされた。

これらのことから小さな失敗から次の大きな

失敗につながっていくことと、それを防ぐた

めには基本的なことからきちんと作業を進め、

こまめに見直しをすることが重要であると学

んだ。  
現状では、新たな基板で動作確認をしてい

るが、おそらくプログラムのミスにより正常

に温度の測定が出来る状態にはまだなってお

らず、原因を解明している段階である。  
今後は原因をつきとめ、プログラムを改良

し、正常に温度の測定が出来る状態にするの

が一番の課題である。そして最終的には高校

生活の集大成として、課題研究を成功させる

ために、全力で努力して正常に動作する温度

計の完成を目指す。  
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